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遠隔授業における初級日本語クラス 

― コロナ禍対応から見えてきたこと ― 
 

高橋恵利子・上村貴世子・山中康子 
 

１．はじめに 

感染症拡大防止の観点から，全国の教育機関と同様，森戸国際高等教育学院（以下学院）

でも 4 月から急遽，全面的に遠隔での授業実施に踏み切ることとなった。物理的にも精神

的にも遠隔授業への準備が整わない中で，e-learning のあるべき姿も明確でないまま，また

対面で学習者を確認することもないままコンテンツ作成を続けることは，迷いと葛藤の連

続であり，あるべき姿が明確にならないままコース終了を迎えた。おそらくその葛藤は，

遠隔授業に突然取り組むことになったすべての教師に共有されるものであるが，試行錯誤

の過程はこれまでの授業を振り返る機会にもなった。迷いと葛藤の中で見えてきたことを

情報として共有し，次のステージへの指標とすることが本稿の目的である。

２．e-learningの特徴 

e-learning (electronic learning)とは，パソコンやタブレットなど通信機器を媒体とした学習

形態の総称で，授業や研修だけでなく学習アプリなども含まれる。e-learning は，情報発信

者と受信者が同じ時間に情報交換し合える「同期型（リアルタイム型）」と，それぞれが任

意の時間で情報を発信・受信する「非同期型（オンデマンド型）」に分けられる。会議シス

テムなどを用いた授業は同期型，LMS（Learning Management system）等を用いた授業は非

同期型ということになる。さらに非同

期型はネット接続を要しないオフライ

ン型と，ネット接続を要するオンライ

ン型に分けられる（野澤 2014）。

広島大学は，全学共通のLMS（Bb9）

を運用しているが，本学院では，

Moodle も使用しており，今学期の初級

の文法クラス（以下「日本語入門」）で

も全面オンライン化の前から，学生と

の課題のやり取りなどに Moodle を活用していた。Bb9 ではなくMoodle を使用していた理

由は，Team teaching を行っており，複数の教員・教科間で共同で使用するのに効率的だっ

たこと，さらに担当教員が使用に慣れていたからである。

 非同期型 e-learning 教育における，教師・学習者双方のメリットとデメリットを野沢（2014）

図 1 広義の e ラーニング（野澤 2014） 
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2020年度 

・課題の提示，提出，返却 

・授業コンテンツの提示 

・小テスト 

・質問，感想，アンケート 

・ターム試験 

メールなど 

・授業前アンケート 

・毎週の授業アナウンス 

・Zoom授業連絡（試験的な実施） 

 

当然ながら，2020 年度まで対面で行っていた教室活動は全て LMS 上に移行されること

となり，主な連絡手段はメールとなった。Moodle を用いたオンデマンド授業は，概ね以下

のような流れで進行した（図 2 参照）。教師は毎週 Power Point（以下 PPT）を用いて授業

コンテンツを作成し，課題とともに Moodle 上にアップロードする。小テストとアンケー

トは Moodle 内のフォーマットを用いて作成した。学生はそれらを各自都合のいい時に視

聴し，1 週間以内に小テストに解答し、課題をMoodle 上に提出する。教師はその課題を添

削し，提出後 1 週間以内に返却する。

 

授業コンテンツとしては，PPT スライドに音声解説をつけて録画し、10 分前後に編集し

たものを 3，4 本用意した。視聴できない場合に備えて，PPT スライドを PDF 形式にした

ものも併せてアップロードした。ファイルサイズや通信上の不具合で動画のダウンロード

が困難という学生には，ファイル共有システムや YouTube を使うなどして，個別に対応し

た。Moodle 上には学習コンテンツの他，学生との対面の場の代替として，質問できる場（フ

ォーラム）を設けたが，実際にはあまり使われることはなく，質問などは個別にメールで

行われた。また第 2 タームには一部の学生の要望に応え，試験的にテレビ会議システム

（Zoom）を用いた活動も実施した。

４．遠隔授業の実践 

4.1 授業コンテンツ作成 

【学生側】 

（１週間以内） 
【教師側】 

動画と課題の作成 

→ｱｯﾌﾟﾛｰﾄ  ゙

確認小ﾃｽﾄ作成 

理解ｱﾝｹｰﾄ 

 

動画視聴 

課題提出 

確認小ﾃｽﾄ実施 

理解ｱﾝｹｰﾄ回答  

（質問） 

課題返却 

動画と課題の作成 

→ｱｯﾌﾟﾛｰﾄ  ゙

確認小ﾃｽﾄ作成 

理解ｱﾝｹｰﾄ 

【教師側】 

（１週間以内） 

図 2 授業の流れ 

− 10 − − 11 −

（１週間以内）
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http://hippasus.com/blog/ 
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e https://www.marugoto.org/e-learning/ 
NHK World-Japan Japan-easy  https://www3.nhk.or.jp/nhkworld/en/tv/japaneasy/ 
NHK World-Japan https://www.nhk.or.jp/lesson/en/ 

https://genki.japantimes.co.jp/site/video/jp/ 
https://www.erin.jpf.go.jp/ 
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